

















ある足利義昭と朝廷である（桐野 、立花 、藤田 ）。朝廷との関係で黒幕説が提起
される時、問題になるのは朝廷の誰が関与したかということである。
本能寺の変が起きた天正 年（ ）当時の朝廷の動きを見る時に重要な史料として、吉田































するために、駒数と枡目の少ない将棋を 少将棋 とよんでいた‥ とし、 中将棋 将棋と
みるのが妥当‥ とする（増川 ））。つまりは 兼見卿記 中の村井貞勝との対局
で 将碁 とのみ記される将棋の種類を中将棋とみなしている ）。当時の公家を中心に中将棋
が盛んに指されていたことは否定できないが、 世紀後半の武士が頻繁に中将棋を指していた
とするには疑問の残る解釈である ）。増川は近著において兼見の弟である神龍院梵舜の記した


















は多くは 村長 あるいは 春長軒 として記述される。ただ、父親の名前も不明であり尾張
に村井という在地領主はいないため、近江出身で信長に召し抱えられた時に一族を連れて尾張















元亀二年（ ）正 、 、影写本
元亀三年（ ）正 月、影写本
月 日（閏） （囲碁記事）
月 日 （言経等 囲碁）





天正三年（ ）正 、 月、謄写本




























































































































表 が 兼見卿記 に掲載された兼見の貞勝邸訪問及び将棋の記述と囲碁記事をとりあげた
ものである。 兼見卿記 は新訂増補版を参照した（金子・遠藤ほか 、 ）。これに
よれば、元亀 年 月 日条には貞勝を訪問した記事はあるものの将棋は指されていない。貞
勝が単独で所司代の職務をこなし始めた天正 年には、兼見が貞勝を頻繁に訪れるようになる
























































月 日 村井 村井
月 日 村井 村井
月 日 将碁 少将碁在之
月 日 将碁 （村井訪問記事なし）
月 日 在将碁 在少将碁
月 日 在将碁 在少将碁
月 日 村井 村井
月 日 将碁在之 将碁
月 日 持碁 将碁
月 ・ 日 （囲碁記事） （囲碁記事）
月 日 将碁 将碁
日記は残されていないため、この時期の兼見の貞勝訪問がどの程度であったかはわからないも
のの、所司代の単独執権でその回数が増えたであろう事は容易に想像できる。また、将棋の記
述はないものの、元亀 年 月 日、 月 日条に囲碁に関する記載があり、天正 年 月
日条には兼見が信長に菓子を入れた碁盤を献上した記事もあるので、天正 年頃にはまだ両者
の間で将棋は指されていなかったと考えた方がよかろう。天正 年（ ）は貞勝訪問が頻繁
であるが、 月 日条に初めて将棋の記事がのる。 将碁 とあり、同年 月 日条に 小将
棊 と 棊 の文字を使用する以外は、天正 年 月まで 棊 ではなく 碁 を用いる。こ
の 将碁 の用例は 世紀中頃の成立とされる将棋に関する最古の文献である 新猿楽記 に





する記述は簡単なものばかりで 将碁 将碁在之 在将碁 と書かれることが多い。また、
基本的に対局数も書かれることはなく、希に 将碁数盤在之 、 将碁数盤指之 将碁四五盤
指之 在将碁数盤 と書かれる例がある。ただし、天正 年 月 日条には 小将棊四五
番 とあり、二人で将棋を指し始めてそれほどでもない時期に、かなり熱中して指していた様







年 月 、 日条に碁打ちの樹斉と寿見を招き、 日で 局、 日には 局の対局を観戦した








正 年までに 回確認することができる。天正 年 月 日条 小将棊四五番 、天正 年（別
本） 月 日、 月 日、 月 日条に 少将碁 がみられる。また、本能寺の変後の天正
年 月 日条には、徳大寺公維らと 中将碁 を深夜まで指している。ここで注意したいの
は、天正 年に 例の 少将碁 の用例がみられることである。 兼見卿記 の天正 年本に
は天正 年一年分の記載がある正本とよばれるものと、正月から山崎合戦の一日前の 月 日
で記載が終わる別本と呼ばれるものがあることは先述したが、 例の 少将碁 の記載は、正




は 少将碁 が指されていたのだが、 将碁 と記載される例があったことを明示している。
この事例からしても、 世紀後半の公家の日記に現れる中あるいは少（小）の文字が使用され
ない将棋の用例を、単純に中将棋と理解するのは間違いであることがわかる。
この他にも 兼見卿記 の 将碁 の用例を中将棋と考えるのは難しい事例がある。それは
将碁 を複数番指した事例である。前述の天正 年 月 日条は 小将碁 が指された事が
明確であるが、天正 年 月 日条に禁裏小番を抜けて貞勝を訪ね、 将碁数盤 を指してい
る。禁裏に誠仁親王が訪れたことを記した後の記述なので、何か相談事があったのかもしれな




正 年 月 日条にも 将碁数盤在之 と記されているが、これも前久を訪問した後、貞勝を
訪問して将棋を指し、夕食をとった後に再度、前久と面会している。天正 年 月 日条は午
の刻に近所で火事が起こり、前久等の使者や村井貞成の見舞いを受けた後、各方面への火事見




数盤とされるものが 盤というものも含んでいるのなら、特に天正 年 月 日条を含めて、
全てが中将棋であった可能性を完全に否定はできないが、その可能性は極めて低いと考える。
例えば本能寺の変後の天正 年 月 日条の徳大寺公維らとの中将棋は深更にまで及び、対局
者らは兼見邸に泊まっている。複数人の対局者とはいえ、このように時間の掛かる事例を見れ







遺跡名 県 種 類 遺 構 文 献


















塩田城 長野（上田市） 角行 居館跡
上田市教育委員会（ ）、
長野県史刊行会（ ）、長
野 県 文 化 財 保 護 協 会
（ ）、長野県埋蔵文化財
センタ （ー ）













遺跡名 県 種 類 遺 構 文 献





御着城 兵庫（姫路市） 飛車 城跡
姫路市教育委員会（ ）、
兵庫県教育委員会（ ）


















































奈良（奈良市） 不明 柱掘形跡 奈良市教育委員会（ ）
坂本 滋賀（大津市） 不明 集落跡
滋賀県文化財保護協会
（ ）
吉川元春館 広島（北広島町） 不明 館跡 広島県教育委員会（ ）
赤堀城 三重（四日市市） 桂馬 、飛車 城跡 四日市市教育委員会（ ）
高水寺城 岩手（紫波町） （所在不明） 城跡 岩手県教育委員会（ ）




















遺跡名 県 種 類 遺 構 文 献
平安京
（西洞院）





騎西城 埼玉（加須市） 金将 城跡
騎西町教育委員会（ ）、
騎西町教育委員会（ ）
葛西城 東京（葛飾区） 金将 、銀将 城跡
葛西城址調査会（ ）、神
奈 川 県 立 歴 史 博 物 館
（ ）、葛西区郷土と天文
の博物館（ ）
大崎城 千葉（香取郡市） 銀将 城跡
香取郡市文化財センター
（ ）、鬼澤（ ）、千
葉 県 文 化 財 セ ン ター
（ ）
上町カイダ 石川（鹿島郡） 不明 住居跡
石川県埋蔵文化財センター
（ ）









あったようで、貞勝との対局期間である天正 年 天正 年を除けば囲碁の記事のほうが多
い。光秀が天下所司代を分掌していた頃には、光秀が兼見を訪れて石風呂を楽しんだ記述もあ


























兼見卿記 の天正 年本には正月から 月 日で記述の終わる別本と称されるものと天正
年の一年分の記述がある正本と称されるものの存在が、本能寺の変の黒幕を語る史料とされ





























ここで、金子の著作をもとに 兼見卿記 の書誌を概観する（金子 ）。欠
失している年も多く、各年も全ての月の記事があるわけではないが、詳細は省くと元亀元年か
ら慶長 年の日次記が残されている。元亀元年から元亀 年分（吉田家蔵）は昭和 年に影写
（字形や行字数なども忠実におこなう透き写し）されて、影写本が東京大学史料編纂所に所蔵
されている。天正 年本から天正 年本（天正 ・ 年分欠失、吉田家蔵）は明治 年に謄写
（字配り、行配り、字形などを充分に配慮しない見取り写し）され、謄写本が東京大学史料編
纂所に所蔵されている。文禄 年から慶長 年本（慶長 ・ 年本欠失）は、自筆原
本とされるものが天理図書館に所蔵されている。慶長 年本は原本が豊国神社に所蔵され、明
治 年に謄写されたものが東京大学史料編纂所に所蔵される。この他、日次記とは異なる別記
（天正 ・ 年）があり、原本が國學院大學図書館、昭和 年に作成された影写本が東京大学

























るわけではない。しかしながら、残っている 兼見卿記 で天正 年別本以外に下書きの可能







近年になって 兼見卿記 の構成に関して重要な知見が加わった。昭和 年に影写された元
亀元年から元亀 年までの原本に紙背文書があったことが確認されたのである（金子・遠藤
）。これは袋綴じの冊子を小口から覗き込んで写したものと想定されているが、問題は紙





察も踏まえて ‥ 兼見卿記 はしばらく時間が経過したあと浄書されることがあったという





































）。このことからすれば、天正 年別本と天正 年本の冊子は他の天正 年本以
前の日次記とは体裁が異なっており、下書きあるいは下書き相当のものとしてよいだろう。
天正 年本以前と以後では、 兼見卿記 の残り方に大きな違いがある点も、天正 年本以
前に大規模な改竄がなされたと考えるに当たって有利な証拠ではなかろうか。天正 年本以前
では、年ごとに大きな欠落のある月が複数年見られるが、天正 年正本以後、慶長 年本まで
は、天正 、 年本は全てが欠失するものの、 年を通じて欠ける月がない。天正 年を境に








）。桐野以後、 朝廷黒幕 説を唱えた立花京子も 南欧勢力黒幕 説に転換し






















あろうが、 月 日には福知山城で明智秀満の父が生け捕られ、 月 日に粟田口で磔に処せ






















































記事が正本において追加されているものは、 月 日条、 月 日条、 月 日条である。
月 日条は 天陰 と曇りであったことが、 月 日条では 未風雨止 とあり、 月 日条
では兼見室の外出目的に加えて 雨降 と付け加えられている。 月 日条はかなり強い雨で
印象深かった可能性もあるが、他の 件は過去の記憶を用いて追加するのは難しい記事ではな
かろうか。 兼見卿記 の天候記事は多くないうえに、特に 月 日条は 天陰 以外は表現
こそ違えるものの正本、別本とも同じ内容である。つまり、何らかの手控えをもとに 天陰
と書き加えられたとは思えない。もし、別本の 月 日条の記事を元に正本の 月 日条の記
事が書かれたとすれば、 天陰 の追加は、手控えではなく兼見の記憶を元に記された可能性
が高いが、曇天は強い雨風に比べて実に印象に残りにくい天気である。仮に天正 年別本が本
能寺の変以後の書き換えの結果、天正 年正本が成立したと考えると、 月 日条の貞勝との
将棋対局や 月 日条の 天陰 追加がおこなわれたとは考えにくい。このような追加がある
とすれば、一つは記憶を基にした追加で下書きから小まめに日記を浄書した場合であろう。つ
まり、天正 年別本の 月 日条の 天陰 や 月 日条の将棋対局は別本の記載がなされて
から、それほど日数が経たないうちに正本を浄書した際に追加された場合である。これでは、
かなり小刻みに日記の下書きから浄書がおこなわれたと考えなければならなくなる。しかしな
がら、元亀元年から元亀 年の紙背文書に天正 年のものが見つかっていることから、 兼見



























































要なのは 点である。一つは本能寺の変当日の 月 日条に粟田口で光秀に面会し、自領の安
全確保を依頼したことが正本では省かれている。 月 日条には勅使として派遣された兼見








いれば不自然きわまりないのである。 月 日条の 謀反之存分雑談 も勅使として面会した
兼見に光秀が本能寺の変の正当性を主張しないはずがない。
天正 年別本が 月 日条で途切れるのも、金子の説くように冊子の丁数がそこで偶然なく
なったのではなく、 月 日条の津田入道の難詰と本能寺の変への関連を疑われることから、
織田政権への提出用にわざわざ作成された下書きだからであろう。










































）増川は 康富記 （中将棋 回、将棋 回）、 言国卿記 （将棋 回、少将棋 回）、 実隆公記 （中将棋
回、将棋 回、少将棋 回）、 言継卿記 （中将棋 回、将棋 回、少将棋 回）、 兼見卿記 （中将棋






） 年の興福寺旧境内の発掘調査では、将棋駒 枚、将棋習書木簡 点の中に大型将棋に該当する駒を確認
できないが、習書木簡の文字に 酔像 とするものがあり、これによって 世紀後半に 枚制小将棋の存在
した可能性が木村義徳から指摘された（木村 ）。その後 年には、同じく興福寺旧境内で 世
紀初頭と考えられる将棋駒 枚が出土したが、その中の 枚が酔象駒である（鈴木 ）。枚数は少ないもの
の大型将棋に伴う駒がないことから木村の仮説を裏付ける証拠と考えてよかろう。つまり、 枚制の平安小
将棋から 枚制（酔像）小将棋 現行将棋と変遷したのではなく、 枚制平安小将棋 現行将棋と変遷する
と共に 枚制平安小将棋 枚制（酔像）小将棋 枚制（酔像）小将棋という別系列の小将棋が存在して
いた可能性が高いということである。
）金子拓は高見順や永井荷風の日記改変に続けて、戦前の石川達三、津田左右吉の発禁処分などをあげ、高
柳光寿や齋木一馬の天正 年日記改竄説に対して（高柳 、齋木 ）、 ‥高柳が見解を発表した時代に
注目‥ すると、 ‥荷風が日記のなかに激しい時局批判を書きつける頻度が多くなりつつあった頃とまさ







）ただし、 ‥ 兼見卿記 は公家の一員から見た当代の政治情勢について、感想を交え詳しく記している
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業概報─ 福井県教育委員会・朝倉氏遺跡調査研究所
岡田荘司 吉田兼見 国史大辞典 吉川弘文館
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香取郡市文化財センター 大崎城址 （財）香取郡市文化財センター調査報告書第 集
滋賀県文化財保護協会 観音寺城下町遺跡 記者資料
滋賀県文化財保護協会 滋賀文化財だより
千葉県文化財センター 房総発掘ものがたり（出土遺物巡回展）大崎城跡 （平成 年 平成 年）パンフレッ
ト
新潟県埋蔵文化財調査事業団 埋文にいがた





日本将棋連盟 将棋世界 巻 月
前島己基 日本城郭大系 第 巻月報 新人物往来社
富山市教育委員会 富山市内遺跡発掘調査概要 富山市埋蔵文化財調査報告
富山市教育委員会埋蔵文化財センター 古代人の暮らし 発掘速報展
長野県史刊行会 長野県史 考古資料編 塩田城跡
長野県埋蔵文化財センター 長野埋蔵文化財センター調査報告書
奈良市教育委員会 平城京左京三条三坊三坪の調査（第 次） 平成年度奈良県埋蔵文化財発掘調査報告書
奈良市教育委員会 平城京左京四条六坊一坪の調査（第 次） 平成 年度奈良県埋蔵文化財発掘調査報告書
奈良市埋蔵文化財調査センター 平成 年度奈良県内市町村埋蔵文化財発掘調査報告資料




兵庫県教育委員会 宮内遺跡発掘調査実績報告書 平成 年
兵庫県教育委員会 宮内堀脇遺跡 現地説明会資料
広島県教育委員会 吉川元春館跡第 次発掘調査概要 中世城館遺跡保存整備事業発掘調査報告
福井県教育委員会・一乗谷朝倉氏遺跡調査研究所 特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡 昭和 年度発掘調査整備事
業概要
福井県教育委員会・一乗谷朝倉氏遺跡調査研究所 特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査 朝倉館跡の調査





原川宏・山口和夫 静岡・小川城遺跡 木簡研究 号木簡学会
佐藤圭 福井・一乗谷朝倉氏遺跡（第 次） 木簡研究 号木簡学会
酒井重洋・中川道子・山元祐人・島田美佐子・三島道子 富山・石名田木舟遺跡 木簡研究 号 木簡学会
西口圭介 兵庫・宮内堀脇遺跡 木簡研究 号木簡学会
鬼澤昭夫 千葉・大崎城跡 木簡研究 号木簡学会
焼津市 小川城 焼津市考古資料調査報告書
焼津市教育委員会 道場田遺跡 小川城遺跡 焼津市埋蔵文化財発掘調査概報
四日市市教育委員会 赤堀城跡 四日市市埋蔵文化財調査報告
本能寺の変と将棋

